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特
別
寄
稿

令和2年7月発行

大

屋

孝

夫

雅

楽

と

私

「
美
し
い
思
い
出
　
青
森
県
十
和
田
市
」

が
　
が
く

昭
和
五
十
八
年　

桑
名
市
よ
り
東
員
町
笹
尾
へ
移
住

昭
和
六
十
年　
　

東
員
町
笹
尾
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

昭
和
六
十
二
年
〜
平
成
四
年　

　
　
　
　
　
　
　

東
員
町
商
工
会
副
会
長
三
期　

平
成
五
年　
　
　

員
弁
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
・
東
員
町
文
化
協
会
元
理
事

　
　
　
　
　
　
　

東
員
町
将
棋
愛
好
会
代
表

　

私
た
ち
日
本
人
は
、
二
千
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
天
皇
家
と
と

も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
宮
中
行
事
や
、
伊
勢
神
宮
、
一
般

神
社
、
寺
院
な
ど
の
神
事
、
仏
事
、
祈
り
事
（
礼
楽
）
に
欠
か
せ

な
い
の
が
雅
楽
で
す
。
今
か
ら
千
五
百
年
程
前
に
朝
鮮
半
島
を
経

て
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
雅
楽
に
宮
廷
貴
族
が
、
日
本
に
古
く
か
ら

あ
っ
た
歌
物
、
朗
詠
、
催
馬
楽
ら
を
取
り
入
れ
て
曲
を
作
り
、
楽

器
も
見
た
目
も
美
し
く
、
音
色
も
澄
ん
だ
音
に
し
て
優
雅
な
演
奏

に
し
た
て
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
日
本
式
に
あ
ら
た
め
て
現
存
の
様

式
に
固
ま
っ
た
の
は
千
年
程
前
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
鳳
笙
、

龍
笛
、
篳
篥
の
三
管
の
音
色
は
聴
く
人
の
心
に
快
く
響
き
ま
す
。

　

長
い
間
、
一
般
に
は
な
じ
み
の
薄
い
も
の
で
し
た
が
、
元
宮
内

庁
楽
師
東
儀
秀
樹
氏
が
、
テ
レ
ビ
や
大
ホ
ー
ル
な
ど
で
演
奏
活
躍

さ
れ
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
雅
楽
と
い
う
も
の
が
日
本
中
に
知
れ
渡

り
、
よ
り
身
近
な
音
楽
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
場
合
、
祖
父
が
雅
楽
を
嗜
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
遺

言
に
よ
り
後
を
継
い
で
、
仕
事
を
す
る
か
た
わ
ら
趣
味
で
、
以
来

六
十
年
余
り
こ
の
道
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
地
元
東
員

町
山
田
神
社
の
楽
所
と
近
隣
で
は
大
安
町
の
楽
所
、
桑
名
市
の
楽

所
へ
指
導
や
練
習
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
日
本
伝
統
の
雅
楽

を
伝
承
し
、
よ
り
良
き
演
奏
を
後
輩
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い
も

の
で
す
。

い
の
　
　
　
　
　
れ
い
が
くひ

び

り
ゅ
う
て
き
　
　
ひ
ち
り
き

た
し
な

が
く
し
ょ

う
た
も
の
　
　
ろ
う
え
い
　
　
さ
い
ば
　
ら

ほ
う
し
ょ
う
　

略
歴
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金
雀
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短
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員

水

野

洋

子

短
歌
を
詠
む

略
歴

表
紙
の
こ
と
ば

　
東
北
の
豪
雪
地
帯
、
八
甲
田
も
６
月
に

な
る
と
一
気
に
夏
が
来
て
、
雪
ど
け
水
の

流
れ
の
中
に
多
数
の
白
い
水
芭
蕉
が
咲
き

誇
り
ま
す
。

　

水
芭
蕉
は
真
っ
白
の
苞
を
開
き
、
黄
色

い
仏
焔
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

花
言
葉
は
『
美
し
い
思
い
出
』
で
す
。

東
員
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
代
表　

石
丸　

正　

　

短
歌
を
学
び
始
め
て
五
十
年
近
く
に
な
り

ま
す
。

　

・
在
り
し
日
に
夫
の
使
い
し
広
辞
苑

　
　
　
　

い
た
わ
り
開
く
わ
が
手
に
重
く

と
い
う
一
首
に
感
動
し
こ
の
短
歌
を
詠
ん
だ

知
人
に
誘
わ
れ
た
事
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

五
十
年
と
い
う
と
か
な
り
の
年
月
の
様
に

思
え
ま
す
が
、
た
だ
た
だ
毎
月
締
め
切
り
に

間
に
合
う
よ
う
纏
め
て
来
た
と
言
え
な
く
も

な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

因
み
に
「
短
歌
は
締
め
切
り
の
文
学
」
と

も
言
わ
れ
る
と
か
。

　

短
歌
を
詠
む
と
い
う
こ
と
は
、
日
頃
何
と

な
く
見
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
眺
め

て
み
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
軒
先
を
通
り
過
ぎ
る
猫
一
匹
に
し
て

も
、
短
歌
に
詠
も
う
と
す
れ
ば
背
景
や
状
況

な
ど
に
も
目
が
い
き
、
時
に
は
虚
構
を
ま
じ

え
た
り
そ
こ
に
物
語
性
を
持
た
せ
た
り
し
て

一
首
に
仕
上
げ
る
の
で
す
か
ら
。
た
だ
、
時

に
、
日
常
の
些
細
な
事
や
、
ほ
ん
の
一
瞬
な

が
ら
目
に
留
ま
っ
た
自
然
の
動
き
な
ど
を
上

手
く
切
り
取
っ
て
一
首
に
纏
め
ら
れ
る
事
も

あ
り
、
そ
ん
な
時
の
快
感
は
、
言
わ
ば
短
歌

を
詠
む
醍
醐
味
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

文
学
に
し
て
も
芸
術
に
し
て
も
感
性
を
磨

く
こ
と
が
大
切
な
事
と
は
よ
く
聞
く
言
葉
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
選
手
が
日
頃
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
大
切
さ
を
説
く
よ
う
に
、
感
性
も
ま

た
、
日
頃
の
心
掛
け
次
第
で
研
ぎ
澄
ま
さ
れ

た
り
衰
え
た
り
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

日
常
の
中
で
た
と
え
一
〇
分
で
も
歌
集
を

読
む
な
り
言
葉
を
探
す
な
り
し
て
、
歌
に
繋

が
る
時
間
を
持
つ
様
に
心
掛
け
る
事
の
大
切

さ
を
思
う
こ
の
頃
で
す
。

元
（
一
社
）
東
員
町
文
化
協
会
常
務
理
事

中
日
歌
人
会
参
与

ひばり②



桑名営業所　☎（0594）22-0595

桑名中部国際空港線
高速バス 金城ふ頭駅

を経由
一部ダイヤは
金城ふ頭駅を
経由しません

桑名駅前～金城ふ頭駅 まで
桑名駅前～中部国際空港 まで

750円
1,600円

（小児半額）

おかげさまで
三交不動産株式会社は
10年連続三重県下仲介
売買件数No.1です。

桑名市寿町2丁目31番地12三交桑名駅前ビル1階
フリーダイヤル：0120-98-8635　HP：http://re.sanco.co.jp/

三交不動産(株)桑名営業所
国土交通大臣（16）第41号

不動産の売却、お任せください！

仲介物件数

No.1

続
・
歴
史
よ
も
や
ま
話

猪
名
部
神
社

宮
司 

石
垣
光
麿

い
な
べ

「
日
本
書
紀
」
撰
上
一
三
〇
〇
年

　

今
年
は
「
日
本
書
紀
」
編
纂
一
三
〇
〇
年
の
節
目

を
迎
え
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
で
外
出
を
自
粛
す
る
中
、
改
め
て
「
日
本
書

紀
」
を
読
み
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

養
老
四
年
（
七
二
〇
年
）
舎
人
親
王
を
編
修
総
裁

と
し
て
、
紀
清
人
、
三
宅
藤
麻
呂
ら
に
よ
っ
て
「
日

本
書
紀
」
が
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
「
日
本
書
紀
」
は

「
古
事
記
」
と
共
に
「
記
紀
」
と
称
さ
れ
、
古
の

人
々
の
生
活
や
物
の
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

古
来
よ
り
重
用
さ
れ
て
き
た
歴
史
書
で
す
。
巻
第
一

と
巻
第
二
の
「
神
代
巻
」
か
ら
始
ま
り
、
巻
第
三
十

「
持
統
天
皇
」
ま
で
の
正
史
を
記
し
た
歴
史
書
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
日
本
書
紀
」
に
は
「
一
書
に
曰

く
」
と
し
て
多
く
の
異
伝
を
列
挙
し
て
、
地
方
の
伝

説
も
紹
介
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
「
古
事
記
」
と
の
大

き
な
違
い
で
す
。
古
代
の
歴
史
書
で
あ
り
な
が
ら
極

め
て
近
代
的
な
書
き
方
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
書
紀
に
は
「
員
弁
」
に
関
わ
る
記
述
と
し
て

・
巻
第
五　

第
十
代 

崇
神
天
皇　

　
　
　
　
　

「
伊
香
我
色
謎
命
」＝
崇
神
天
皇
の
母

　
　
　
　
　

「
伊
香
我
色
男
命
」＝
員
弁
の
開
拓
者

・
巻
第
十　

第
十
五
代 

応
神
天
皇

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
名
部
等
の
始
祖

・
巻
第
十
四　

第
二
十
一
代 

雄
略
天
皇

　
　
　
　

猪
名
部
御
田
＝
宮
中
の
木
工
職
人

　
　
　
　

猪
名
部
真
根
＝
宮
中
の
木
工
職
人

　
　
　
　

物
部
目
連
＝
伊
勢
国
の
朝
日
郎
を
討
伐

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
「
員
弁
」
が
一
三

〇
〇
年
以
上
も
前
か
ら
生
き
て
い
る
こ
と
の
証
で
す
。

な
か
で
も
「
猪
名
部
真
根
」
の
記
述
は
「
相
撲
」
と

関
わ
る
逸
話
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
相
撲
」の
二
文
字

　

猪
名
部
真
根
は
郷
土
の
紙
芝
居
「
大
社
祭
よ
ー
い 

ヨ
ー
イ 
ヨ
ー
イ
ヤ
ナ
」
（
文
・
伊
藤
恭
子　

絵
・

近
藤
幸
）
に
も
登
場
し
ま
す
。
ま
た
、
元
横
綱
審
議

委
員
の
脚
本
家
・
内
館
牧
子
さ
ん
が
週
刊
誌
に
「
猪

名
部
真
根
」
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
に
知
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。

　

宮
中
に
仕
え
て
い
た
木
工
職
人
・
猪
名
部
真
根
が

斧
を
振
る
っ
て
い
る
と
、
あ
ま
り
に
も
見
事
な
腕
さ

ば
き
に
、
雄
略
天
皇
が
「
一
度
で
も
、
誤
っ
て
石
に

当
て
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
尋
ね
ら
れ
、
真
根
は
、

「
決
し
て
誤
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
申
し
上
げ

た
。
そ
こ
で
天
皇
は
采
女
を
招
集
し
、
衣
服
を
脱
が

せ
て
ふ
ん
ど
し
を
着
け
さ
せ
、
よ
く
見
え
る
場
所
で

相
撲
を
と
ら
せ
た
。
真
根
は
余
裕
で
こ
れ
を
見
て
い

た
が
、
思
わ
ず
気
を
と
ら
れ
て
斧
の
刃
を
傷
つ
け
た
。

天
皇
は
こ
れ
を
お
責
め
に
な
っ
て
、
「
け
し
か
ら
ん

奴
だ
。
い
か
に
も
軽
々
し
く
答
え
た
も
の
だ
」
と
仰

せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
物
部
に
引
き
渡
し
野
原
で
真

根
を
処
刑
し
よ
う
と
さ
れ
た
。

　

結
局
、
真
根
の
大
工
と
し
て
の
す
ぐ
れ
た
腕
を

惜
し
ま
れ
て
、
天
皇
は
真
根
を
許
す
の
で
す
が
、

こ
の
話
は
猪
名
部
真
根
の
腕
前
が
い
か
に
素
晴
ら

し
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

相
撲
の
神
・
野
見
宿
禰

　

相
撲
に
か
か
わ
る
記
録
は
ほ
か
に
も
見
ら
れ
ま

す
。
垂
仁
天
皇
七
年
七
月
の
く
だ
り
に
は
、
相
撲

の
神
と
し
て
角
界
か
ら
も
崇
敬
を
集
め
て
い
る

「
野
見
宿
禰
」
が
登
場
し
、
当
麻
蹴
速
と
の
力
比

べ
が
最
も
早
い
相
撲
の
起
こ
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
撲
と
言
っ
て
も
こ
の
時
、
野
見
宿
禰
は
当
麻
蹴

速
の
あ
ば
ら
骨
を
蹴
っ
て
折
り
、
腰
を
踏
み
砕
い

て
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。
お
互
い
に
足
を
上
げ
て

キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
の
よ
う
に
蹴
り
合
う
「
捔

力
」
（
す
ま
ひ
）
と
い
わ
れ
る
力
比
べ
で
し
た
。

　
「
日
本
書
紀
」
と
い
う
古
代
の
歴
史
書
に
「
い
な

べ
」
の
文
字
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
郷
土
の
誇

り
で
す
。

　

「
猪
名
部
」
の
文

字
を
冠
し
た
神
社
が

昔
か
ら
「
員
弁
」
の

地
に
三
社
（
大
安
・

藤
原
・
東
員
）
あ
り
、

同
じ
御
祭
神
（
伊
香

我
色
男
命
）
を
お
祀

り
し
て
い
ま
す
。

其
の
七

■
日
本
書
紀
と
員
弁

へ
ん
さ
ん

と
ね
り

き
の
き
よ
ひ
と

み
や
け

ふ
じ
ま
ろ

い
わ

す
じ
んお

う
じ
ん

ゆ
う
り
ゃ
く

い
か
が
し
こ
め
の
み
こ
と

い
か
が
し
こ
お
の
み
こ
と

い

な

べ

の

み

た

た
い
ま
の
け
は
や

け

く
だ

の
み
の
す
く
ね

い

な

べ

の

ま

ね

も
の
の
べ
の
め
の
む
ら
じ

お
の

ひばり③



ひばり④

　平成最後の年、令和最初の年は、地球温暖化による水害や台風の自然災害が多く

発生し、日常の生活が脅かされる日々が多くなってきたように感じられます。そし

て、今年になってからは「新型コロナウイルス」の影響で世界中に多くの感染者と

死亡者が発生し、パニック状態となり国民生活にも多大な影響が出ました。当協会

の主要事業であります「春の文協まつり」展示・芸能祭・お茶会・囲碁将棋大会が

感染予防のため、残念ながらすべて中止となりました。事前に準備して頂いた関係者

の皆様方には大変申し訳なく思いますが、ご理解いただきたいと思います。

　喫緊の課題であります事務局の体制つくりですが、事務作業の簡略化と見直しを

しているところですが、今年の総会資料から必要最小限の情報にしました。また、

紅葉の時期に長年親しんで頂いた会員研修旅行ですが、経費削減のため今年から中止

としました。そして、令和３年度から広報「ひばり」の自治会を通しての各戸配布

が行われなくなります。各戸配布ならば、別途経費が必要ですので、最良の方法を

模索していかなければなりません。重要課題であります少子高齢化も厳しい状況に

ありますが、何事にも前向きで取り組んで行く次第です。

　今回の「新型コロナウイルス」の影響が、この先様々なところに出てくることが

危惧されますが、当協会としては今までの活動を継続して町民文化の維持と発展に

尽力して行く所存です。行政と議会のご理解のもと皆様方のご協力を頂きながら文化

活動を推進して行きますので、より一層のご支援をお願いいたします。

平成31・令和元年度事業報告

一般社団法人　東員町文化協会

会長　大貫　正博
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上記の第１号議案から第６号議案まで
すべての議案が可決承認されました。

第１号議案　平成31・令和元年度事業報告の件

第２号議案　平成31・令和元年度

　　　　　　　　　　　収支決算報告承認の件

第３号議案　令和２年度事業計画（案）承認の件

第４号議案　令和２年度収支予算（案）承認の件

第５号議案　令和２年度役員改選（案）承認の件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　全役員　

　　　　　　　　　　　　　　　一部役員否認

第６号議案　会長専決事項委任承認の件

注：第５号議案の全役員と一部役員否認の賛成欄の両方に〇の

場合は、全役員賛成とみなしました。

484　 0 　0

484　 0 　0

483　 1 　0

483　 1 　0

483　 0 　0

   1

483　 1 　0

総会の議決権行使書結果
　議決権のある会員総数　　639名　　総会員の議決権の数　639個

　議決権を行使した会員数　484名　　この議決権の総数　　484個

　令和２年４月10日（金）の臨時理事会で、５月16日（土）の

通常総会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のために中止と

決定し、書面議決となりました。以下はその結果報告です。

賛成 反対 無効

総会書面議決結果報告一般社団法人  東員町文化協会
2020年度  役員名簿

加 藤 　 浩 宣

役職名 氏　　名

監　　事

監事（新任）

順不同 敬称略

会　　長

副 会 長

専務理事

常務理事

常務理事

常務理事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理事（新任）

理事（新任）

理事（新任）

大 貫 　 正 博
川松　由喜子
平 野 　 義 人
中 村 　 厚 子
水 原 　 敏 郎
吉 田 　 幸 子
青木　はつえ
石 垣 　 典 夫
大 塚 　 芳 子
加藤　八重子
川 島 　 絹 枝
川 村 　 光 男
佐 藤 　 和 寿
佐 分 　 親
鷲見　三重子
藤 田 　 廣 子
山 下 　 順 子
小 川 　 義 文
水 谷 　 智 子
森田　えみ子

赤 木 　 昭 一
木 村 　 英 明

常務理事

理　　事

理　　事

監　　事

野 呂 　 隆
尾崎　よし子
和 保 　 信 代

退任理事・監事

長い間ありがとうございました
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１　文化振興に関する自主事業の企画推進

　　文化協会と加盟各団体は令和２年度も多様な事業を計画し実行していく。

文化協会の自主事業

　令和２年度は、とういん寄席の第39回は新型コロナウイルス感染防止のために

中止とします。第28回春の文協まつりでは、芸能祭は秋・春合同開催、同日に茶

会を計画している。囲碁大会は11月と３月の年２回実施予定。

２　文化教育事業の推進

　東員町公民館講座・東員町文化祭の展示事業を町からの受託事業として主管

する。

３　目標達成に向けた施策

１）公益事業および収益事業の開拓・育成

２）財政基盤の強化に向けた諸施策の検討

３）会員数の増加、組織、体制の確立と人材確保

４）広報活動の充実

５）会員支援の充実

６）施策推進のため各種委員会で全理事が業務を分担する運営体制　

４　文化団体活動の育成指導

　１）理事研修

　　　文化施設・名所旧跡見学を６月～10月頃に実施予定である。

　　なお、会員研修旅行は参加者の減少と財政的な理由で廃止とする。

令和２年度事業計画書



とういん眼科クリニック
診療時間

午後3：30〜 7：00

午前9：00〜12：00

▲●／●●●

●●／●●●

日土金木水火月
11：00
〜

17：00

▲午後2：00〜6：00●休診日／木曜日（日曜日は診療致します。）

●GW・お盆・年末年始はお問い合わせ下さい。

〒511-0242 東員町六把野新田藪の内153

TEL（0594）86-2112

○糖尿病・高血圧症・高コレステロール血症・甲状腺疾患・高尿酸血症の診断・治療
○一般内科

診察時間 月 火 水 木 金 土
○
○

○
○

○
○

○ ○
○

☆
☆

☆第1・第3土曜日は診察　●休診：木曜日午後、日曜日、祝日、第2・第4土曜日、第5土曜日午前

東員町八幡新田139-1（中津屋さん向い）TEL0594-86-1525 予約優先です。来院前にお電話下さい。

午前9：00～12：00
午後2：30～ 5：30

院長  三輪 一真

動このごろ活

箏曲・三絃グループ「箏奏」箏曲・三絃グループ「箏奏」

新春を雅て 1/5（日）　於 桑名六華苑
東員町商工会 新年会 1/17（金）　於 東員町商工会館
新春六華苑祭 1/18（土）　於 桑名六華苑
東員町音楽祭 2/2（日）　於 東員町総合文化センターひばりホール
　上記の4イベントの内容は、おめでたい曲を中心に演奏させて頂きました。

しゃくやく俳句会しゃくやく俳句会

伊吹嶺新年俳句大会

1/18（土）　於 名鉄グランドホテル

　会員150名が集まった新年俳句大会にて、「生き物あれ
これ」と題して、「生物多様性から見た俳句」について環境
にまつわる俳句の現状を講演。

箏曲麗明社「廣翔会」 箏演奏家麗明智翔箏曲麗明社「廣翔会」 箏演奏家麗明智翔

パラミタコンサート
～寿ぐ　箏と三絃の新たな響き～

1/19（日）　於 パラミタミュージアム

　箏演奏家　麗明智翔と三味線演奏家　成瀬朋子による
和のコンサートが開催されました。箏と三絃の二重奏現代
曲をメインに新年と令和時代のお祝いを華やかに表現しま
した。

ひばり⑦



CHIBA SKIN & E.N.T. CLINIC

特定医療法人　北勢会

北 勢 病 院
診療科目  精神科・内科・心療内科
　TEL  　0594-72-2611
　URL  　https://www.hokusei-hospital.jp/

お気軽にお問い合わせください。

医療法人 康誠会

東員病院・認知症疾患医療センター
0594-76-2345

〒511-0243 三重県員弁郡東員町穴太2400

サービス付き高齢者向け住宅
ケアハウス・グループホーム

院長　千葉 高司　副院長　千葉 真由美
診療科目 皮膚科・耳鼻咽喉科

員弁郡東員町大字鳥取字菊若1296番1

【予約電話受付】050－5533－3592
https://chiba-skin-ent.com/

TEL（0594）41－3333

診 療 時 間

月 火 水 木 金 土

◎8：30～12：30
※14：00～16：00（手術・レーザー）

皮膚科
9：00～
 12：00
15：30～
 18：30

日・祝

● ● ● ／ ● ◎ ／

● ● ● ／ ● ※ ／

月 火 水 木 金 土

◎8：30～12：30

耳鼻咽喉科
9：00～
 12：00
15：30～
 18：30

日・祝

● ● ／ ● ● ◎ ／

● ● ／ ● ／ ／ ／

ファミリー
マート

ファミリーマート
サンシ
パーク

はま寿司

ささ亭

ちば皮フ科耳鼻咽喉科

笹尾民踊クラブ＆なでしこ虎の会笹尾民踊クラブ＆なでしこ虎の会

動このごろ活

笹尾吟詩会笹尾吟詩会
厳島神社吟詠奉納

1/3（金）　於 東員町弁天山厳島神社
　20年以上前から、1月3日に会員全員で、新年
にふさわしい漢詩を吟詠奉納してきました。今年も
天気に恵まれ、すがすがしい気持ちで吟じることが
できました。

員弁東部吟詩会
吟道関心流三重県本部
員弁東部吟詩会

吟道関心流三重県本部

全国吟詠コンクール
三重県予選大会

2/23（日）
於 四日市市楠市民セター

　各年代別に幼年、少年、青年、
一般が4部にわかれ、指定吟それ
ぞれが吟じて競いました。

自分の踊りの寸法を学ぶ会

3/27（金）　於 笹尾コミュニティーセンター

　施設への訪問も中止となり、コロナウイルス感染防
止自粛で発表会は全て中止となりました。個々の向上
をめざして、人を見て自分の力に変えていこうと個人
発表会にいたしました。

東員絵画クラブ東員絵画クラブ
常設展　年3回入れ替え
4/4（土）～7/25（土）

於 中国料理　竜宮城（北勢町麻生田）

　東員絵画クラブ会員の作品11点展示

第1回東員絵画クラブ作品展
iｎ カフェレスト・ラフィーネ

2/2（日）～4/4（土）
於 カフェレスト・ラフィーネ

　東員絵画クラブ会員17名及び講師の作品18点
を展示しました。

ひばり⑧



■診療科目
内分泌糖尿病内科・脳神経内科・小児科・外科・呼吸器外科・整形外科
脳神経外科・泌尿器科・肛門外科・産婦人科・眼科・耳鼻いんこう科・皮膚科
放射線科・麻酔科・救急総合診療科・リハビリテーション科・リウマチ科
訪問看護ステーション・健康管理センター

いなべ市北勢町阿下喜771　☎72-2000（代）
http://www.miekosei .or . jp/ ish

三重北医療センター  いなべ総合病院
内科・消化器内科・循環器内科・呼吸器内科・血液内科

……その人らしさに寄り添う  まごころ介護…… 〒511-0947
桑名市大仲新田252番地1
TEL 0594-33 -1294
FAX 0594-33 -4166

入居者
募集中

有料老人ホーム

ハートヒルズ大仲 84,819～
円（税別）/月より

低価格

● ケアプラン   ● 訪問介護   ● 福祉用具レンタル・販売   ● 通所介護
● 有料老人ホーム   ● 高齢者向け住宅   ● セカンドライフサービス

さまざまなサービスでセカンドライフ～在宅介護を応援します！

平和でこそ商売繁盛、
　　　文化も平和であってこそ！

桑名員弁民主商工会

東員フォトクラブ東員フォトクラブ
写真展

1/6（月）～3/2（月）
於 中京銀行西桑名支店ロビー

　半切又は全紙サイズの写真を全員1枚ずつ展示。月末に
展示の入替を行いました。

バトンメイツフェニックスバトンメイツフェニックス

第45回全日本バトントワリング選手権東海支部大会

2/15（土）・16（日）　於 愛知県体育館

　東海３県の選手が集結し、バトントワリングの技術を競い合いました。
　練習の成果を充分発揮し、楽しく演技することが出来ました。

菊水流詩舞東員クラブ・民謡寿会菊水流詩舞東員クラブ・民謡寿会

　老人会・施設訪問は詩舞・民謡で慰問、各イベントごとに歌集を、参加者に配布して一緒に唄ったり踊った
りして頂くようにしています。
　3月以降は新コロナウイルスの為、春の芸能祭を始め、施設訪問は中止となりました。　

動このごろ活

施設訪問 1/24（金）　於 桑名市福祉施設ハート

老人会（南大社シニア） 2/20（木）　於 南大社研修センター

ひばり⑨



ホームページ

■四日市看護医療大学・大学院
■暁中学校・高等学校

■暁高等学校
■暁 幼 稚 園

■四日市大学
■暁 小 学 校

暁学園 検索

学
園
綱
領

幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で

学
園
綱
領
『
人
間
た
れ
』
を
貫
い
た

学
び
の
連
続
性
が
こ
こ
に
あ
る

伝
統
が
あ
れ
ば
こ
そ
、

伝
え
ら
れ
る
人
間
性
が
あ
る

「
人
間
た
れ
」
の
意
味
す
る
　
　
　

と
こ
ろ
は
、
広
く
深
い
が
、
　
　
　

『
愛
は
最
高
な
り
』
　
　
　
　
　

と
い
う
こ
と
と
相
通
ず
る
　
　
　
　

抜
群
の
才
能
を
持
ち
、
　
　
　
　
　

正
義
の
人
で
あ
っ
て
も
　
　
　
　
　

愛
が
な
か
っ
た
ら
、
　
　
　
　
　
　

す
べ
て
は
空
し
い
こ
と
で
あ
る

http://www.akatsuki.ed.jp/

～優しさ、強さ、知性を磨く、心の通う総合学園～

岡田水彩画グループ　彩りの会岡田水彩画グループ　彩りの会
ぐるうぷいろどり作品展

1/31（金）～2/6（木）　於 サンシパーク 川スミギャラリー
　「彩りの会」有志による水彩画作品展

動このごろ活

劇団 員弁川
ふれあい演芸の日・
　　　 　千秋楽公演

イ ベ ン ト 予 告

8/30（日）  開演15時
於 東員町保健福祉センター・ホール

代表　川村 光男（０９０-８１５０-４３３９）

　前半は歌謡・舞踊・マジックなど、後半は
人情時代劇を上演し、公演は約60分間

伊勢新聞より

問い合わせ先

※新型コロナウイルス感染の状況により中止となることがあります。

ひばり⑩



ひばり⑪

『
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り
』
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員（
広
告
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当
）

桑
名
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史
案
内
人

東
員
町
と
桑
名
市
の
関
係

東
員
町
と
桑
名
市
の
関
係

―
桑
名
・
忍
藩
と
明
治
・
昭
和
・
平
成
の
合
併
な
ど―

大
井
弘
久

　
東
員
町
と
桑
名
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は
、昔
か
ら
密
接
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係
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あ
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す
。「
江
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領
と
な
り
ま
し

た
。翌
三
年
忠
政
が
、姫
路
へ
移
封
し
た
後
も
引
き

続
き
、本
多
氏
の
所
領
と
な
り
、寛
永
七（
一
六
三
〇
）

年
ま
で
四
日
市
代
官
の
支
配
を
受
け
ま
し
た
。

　
元
和
三（
一
六
一
七
）年
三
代
目
の
松
平
定
勝（
久

松
）が
、伏
見
か
ら
移
封
、十
一
万
石
を
領
し
、そ

の
後
、宝
永
七（
一
七
一
〇
）年
七
代
定
重
の
時
に
野
村

増
右
衛
門
事
件
の
失
政
に
よ
り
越
後
高
田（
新
潟
県

上
越
市
）に
移
封
。そ
の
後
に
八
代
目
と
し
て
松
平

忠
雅（
奥
平
）が
、備
後
福
山（
広
島
県
福
山
市
）十

三
万
石
か
ら
桑
名
十
万
石
の
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、文
政
六（
一
八
二
三
）年
十
四
代
忠
堯
の
時
に

武
蔵
国
忍（
埼
玉
県
行
田
市
）に
移
封
し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
に
員
弁
郡
の
う
ち
現
東
員
町
の
大
木
村

な
ど
六
ケ
村
と
大
安
町
八
ケ
村
、員
弁
町
一
ケ
村
、

旧
久
米
地
区
五
ケ
村
の
計
二
十
ケ
村
は
、忍
藩
領
と

な
り
、穴
太
村
な
ど
七
ケ
村
は
、桑
名
藩
支
配
と
な

り
ま
し
た
。

　
忍
藩
は
、大
矢
知
村
西
貝
戸
に
陣
屋
を
設
け
伊

勢
国
の
飛
地
員
弁
郡
二
十
ケ
村
と
朝
明
郡
三
十
五

ケ
村
お
よ
び
三
重
郡
十
七
ケ
村
計
七
十
二
ケ
村
四

万
三
千
石
を
支
配
し
、時
代
に
よ
り
幕
府
直
轄
地

と
な
っ
た
り
、　一
部
が
美
濃
国
笠
松
郡
代
の
支
配
に

な
り
ま
し
た
が
、幕
末
ま
で
続
き
ま
し
た
。　
　

　
明
治
二
十
二（
一八
七
九
）年
に
市
町
村
制
が
施
行
さ

れ
、員
弁
郡
内
に
あ
り
ま
し
た
百
六
ケ
村
は
、合
併

で
二
十
二
ケ
村
に
な
り
ま
し
た
。

　
終
戦
後
の
昭
和
の
大
合
併
に
よ
っ
て
七
和
村
と
久

米
村
の一
部
が
桑
名
市
へ
の
編
入
に
よ
り
員
弁
郡
か

ら
離
れ
、残
っ
た
町
村
は
、東
員
村（
町
）・大
安
町・北

勢
町・藤
原
村（
町
）・員
弁
町
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
十
一（
一
九
九
九
）年
七
月
に
市
町
村
合
併
特

例
法
が
、改
正
さ
れ
て
全
国
各
地
で
合
併
協
議
会

が
設
立
さ
れ
、平
成
十
三
年
十
月
に
は
員
弁
郡
五

町
で
員
弁
地
区
任
意
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。し
か
し
東
員
町
は
平
成
十
四
年
二
月
四
日
に

桑
名
地
区
任
意
合
併
協
議
会
へ
参
加
し
た
た
め
同

十
日
に
員
弁
地
区
協
議
会
を
離
脱（
そ
の
後
、他
の

四
町
で「
い
な
べ
市
」と
な
る
）し
、さ
ら
に
十
月
四
日

に
は
、町
議
会
の
反
対
に
よ
り
、桑
名
地
区
協
議
会

も
離
脱
し
、単
独
存
立
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
教
育
関
係
で
は
、昭
和
二
十
六（
一
九
五
一
）年
三
月

に
員
弁
郡
七
和
村
が
、三
十
年
二
月
に
久
米
村
の一

部
が
郡
境
を
越
え
て
桑
名
市
へ
と
合
併
し
た
た
め

両
地
区
は
、東
員
中
学
校
の
校
区
で
し
た
が
、桑
名

市
内
に
あ
る
明
正
中
学
校
に
も
通
学
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、生
徒
は
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
通
学
し

ま
し
た
。正
和
中
学
校
が
久
米
地
区
に
開
校
し
た

後
も
昭
和
六
十
年
ま
で
は
、両
地
区
の
生
徒
は
、東

員
中
学
へ
通
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
マ
ラ
ソ
ン
の
瀬
古
利
彦
氏
は
久
米
の
友
村
出
身

で
明
正
中
学
卒
。
平
成
二
十
八（
二
〇
一
六
）年
桑
名

市
ス
ポ
ー
ツ
親
善

大
使
就
任
。【
写
真

提
供:

桑
名
市
】

　
員
弁（
町
屋
）川

に
架
か
る
坂
井
橋

は
、
昔
は
境
橋
と

呼
ば
れ
、文
字
通

り“

員
弁
郡
と
桑

名
郡
の
境”

で
し
た
。上
流
を
員
弁
川
、下
流
を
町

屋
川
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

【
参
考
】「
東
員
町
史
」「
員
弁
郡
の
歴
史
」。

お
し



仏壇・墓石

樹木葬販売中！

エンディングスペース 桑名・桑名西

桑名・桑名西・多度
阿下喜・大安・東員・朝明

株式会社 ほくせい 本社 〒511-0854 桑名市蓮花寺1598番地 TEL 0594-24-4444（代表） FAX 0594-24-4448

お中元・お歳暮・御贈答など全国発送承ります

三重県産

有限会社 松葉ピッグファーム

営業時間/10：00～18：00
（日祝は17：00まで）

いなべ市北勢町阿下喜2998-1
TEL.0594-72-3032 FAX.72-7387
http://www.sakurapork.net/

六石高原
ホテル

東貝野口 六石
ゴルフ
倶楽部

阿下喜 三岐鉄道
北勢線

ポークプラザ
松葉

ポークプラザ松葉
さくらポーク専門店

さくらポーク
三重CC

菰野町役場

グリーンホテル

中菰野大羽根園

湯の山温泉

グレイスヒルズCC

菰野高校

ファミリーマート

イオンタウン
ショッピングセンター

県小学校

四日市I.C

菰野I.C

高角IC

東
名
阪
自
動
車
道

新名神高速道路

近鉄湯の山線

菰野

桜

306

477

477

希望荘

御在所
ロープウエイ

御在所岳

鈴鹿
スカイライン

道の駅
菰野ふるさと館

湯の山ロッジ
彩 向陽

パラミタ
ミュージアム

アクアイグニス

かもしか
大橋

開湯1300年
湯の山温泉

農業公園農業公園

421

421

306
石榑北

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド

別名別名

鎌田

石榑下

北勢庁舎

いなべ市役所

阿下喜温泉

員弁庁舎

員弁川

六石高原ホテル（六石温泉）六石高原ホテル（六石温泉）

三岐鉄道
北勢線青川峡

キャンピング
パーク

いなべ
警察署
いなべ
警察署阿下喜駅阿下喜駅

大泉駅大泉駅

365

くわしん

うりぼう

鎌田
志礼石新田

いなべ市役所
　藤原庁舎
いなべ市役所
　藤原庁舎聖宝寺

中里ダム中里ダム

農業公園
エコ福祉広場

梅林公園

農業公園
エコ福祉広場

梅林公園

306

365

石慶

松葉ピッグファーム

北勢病院いなべ総合病院

にぎわいの森

四季を感じる
癒しのまち

東員町役場

デンソー

ランチタイム 11：00～14：00
●週替りランチ〈デザート付〉
　　…………………1,000円
●刺身膳……………1,100円
●トンテキ膳………1,100円

いなべ市北勢町垣内中小山36-2　TEL0594-72-2179

〈木曜日休み〉

など

六石温泉
あじさいの湯営業時間

◆土・日・祝／13：00～22：00
◆平日／16：00～22：00
　（最終入場／21：30）

料　金 （お得な回数券もございます）
◆タオルレンタル・ドリンク無
　　　大人…￥600　小学生…￥300
◆バスタオル/フェイスタオル含む
　ソフトドリンク一杯サービス
　　　大人…￥800　小学生…￥500
※六石高原ホテル宿泊者は無料

運行状況やイベント情報は
御在所ロープウエイの
ホームページで見れます。

お知らせプレゼントのお知らせプレゼントのお知らせプレゼントの
A六石温泉あじさいの湯入浴券
B湯の山ロッジ入浴券
C御在所ロープウエイ往復乗車券を
　各々5組10名様にプレゼント！

①希望賞品（A・B・C）・②住所（郵便番号必須）・③氏
名・④年齢・⑤本紙ひばりの入手法、A（自宅配布）、B
（その他・具体的に）⑥本誌「ひばり」（興味のあった記事
など）や「湯の山ロッジ」「アクアイグニス」「にぎわいの
森」「六石高原ホテル・六石温泉（あじさいの湯）」「さく
らポークプラザ松葉」「石慶」などについてのご感想・ご
意見等（どれでも、いくつでも可）をご記入の上、下記に
お申し込み下さい。
応募先
　〒511-0251 員弁郡東員町大字山田1700番地
　東員町総合文化センター内  一般社団法人 東員町文化協会
　「ひばり」プレゼント係
締切り
　７月31日（金）消印有効（応募多数の場合は抽選とさせ
ていただきます。）※賞品の発送をもって発表に代えさせていただきます。

左ページ掲載の「近郊おでかけガイド」
“いなべ市・菰野町特集”をご覧下さい

ございしょ

ひばり⑫



入浴ご優待券
本券1枚で3名様
ご利用できます。￥500 ￥400通常

有効期限：令和2年9月30日

国民宿舎

湯の山ロッジ
☎059-392-3155
三重郡菰野町大字菰野8497-2

http://www.yu-lodge.com

1泊2食1泊2食 ￥7,500より￥7,700より（
平
日
）

（
平
日
）

入浴

1,580円全品
コーヒーまたはオレンジジュース付き

日帰り
入浴

平　　　日　11：00～20：00
土・日曜等　11：00～15：00
料金　大人…500円
　　　小人（3歳以上～小学生以下）…400円

東員町ひばり

上
写
真

2020
8

〒511-0428   いなべ市北勢町阿下喜31番地

TEL.0594-72-7705　http://www.inabe-gci.jp
（一社）グリーンクリエイティブいなべ

森を巡る。ヒュッテ（小屋）を巡る。
　いなべの農とトップレベルの食が呼応する。
森を巡る。ヒュッテ（小屋）を巡る。
　いなべの農とトップレベルの食が呼応する。

切り取ってご持参下さい

近郊おでかけガイド

菰 野 町
いなべ市

新庁舎と共に誕生した
　　いなべの美味しい新スポット

いなべヒュッテ

にぎわいの森

いなべヒュッテ

にぎわいの森
いなべヒュッテ

にぎわいの森
国民宿舎

湯の山ロッジ

国民宿舎

湯の山ロッジ
国民宿舎

湯の山ロッジ

　令和元年5月、
いなべ市の新庁
舎と共に開業し
たにぎわいの森。
　地元産さくら
ポークを使った
肉汁あふれる
ソーセージ、並んでも買いたいもっちもちの食
パン、地元野菜を活かした彩り鮮やかなランチ
プレート、そして女子必見のふわふわパンケー
キなど、話題の商品・サービスが盛りだくさん。
　併設するシビックコアには、食堂（平日の
み）・研修室・自習室のほか、トイレ・授乳室・

キッズコーナー・自販機
なども完備。休憩スペー
スとしても自由にご活用
ください。「31スタヂ
オ」では、いなべの魅力
やおすすめスポット、イ
ベント、にぎわいの森の
案内などの情報もご用意
しています。

新緑に萌える夏山で
　　　　　　　涼風と遊ぶ
　三滝川と蒼滝川の中州の清流に囲まれた場所
にあり家族・友人と共に紅葉を愛でながら天然
鉱石温泉に浸かり心も体もリフレッシュ！！　ま
た、鈴鹿山系登山の宿泊所としても最良の位置
にあります。真夏でも下界より10℃涼しい山上
では赤とんぼの群れが避暑に上がってきます。
　宿泊は勿論、日帰り入浴で展望浴場から二つ
の川の渓流美を眺め、一日の疲れを癒して下さい。
これからの季節は浴室からの新緑も最高です。

　 1 泊 2 食平日
7,700円から、入
浴＋ランチセット
（4種から選べま
す〔下写真〕）が
好評です。

人気のランチセットメニュー

他に、カツ丼とミニ山菜うどん・そば、天丼とミニ山菜うどん・そば

鉄火丼と
ミニ山菜うどん・そば

海老丼と
ミニ山菜うどん・そば

4
種
か
ら

　
選
べ
ま
す

特
集

右ページにプレゼントのお知らせと「いなべ市」「菰野町」の地図を掲載しています

ひばり⑬



東員町の文化力アップ！（一社）東員町文化協会を応援します！！

東海システムアンドサポート株式
会社

〒511-0232 員弁郡東員町笹尾東３丁目17-1
TEL0594-87-6751　FAX0594-87-6752

ビジネスパートナー店

OA機器・事務用品・測量機材など
当社にお任せください！ パナソニックショップ

キョクナンドー員弁店
〒511-0242 員弁郡東員町六把野新田501-4
電話 0594（76）6569
携帯 090-5863-8713

東員第一
中学校至

い
な
べ

至
桑
名

GS

キョクナンドー

アフターサービスを重視したい

宇佐美　友裕

☎0594-88-5817 ☎090-8469-2888（ご予約優先）

〒511-0241　東員町鳥取字菊若1276-1
営業時間／9：00～19：00
定 休 日／毎週月曜、第2・3火曜
　　　　　※第1・3日曜は不定休

ファミリー
マートさん

カーショップ
ミッキーさん

ささ亭さん

くわしんさん しまむらさん

ネオポリス

カーマさん

カネスエ
さん

桑
名
方
面

い
な
べ
方
面

おかげさまで５周年！ キャンペーン中！！
スタッフさん大募集
★スタイリスト ★アシスタント
★パートさん 時間、曜日などご相談下さい。

〒511-0841 三重県桑名市大字小貝須字新堀北1604番地
TEL 0594-22-6321　FAX 0594-23-8311
http://happubus.sanco.co.jp/

川 崎  幸 治

完成記念見学会開催中！
お子さまにお墓の負担を
かけたくない方や
お墓の継承が難しく
「お墓じまい」をお考え
の方にオススメです

青木内科

イ
オ
ン
モ
ー
ル

東
名
阪
自
動
車
道

イ
オ
ン
タ
ウ
ン

桑
名
新
西
方

桑名I.C 蓮花寺
住宅 希望ヶ丘

新西方

さくら咲く
永代樹木葬

三岐鉄道北勢線

ふくろうの杜
おりづるの森

P

258

永代樹木葬

ご家族様向け ご夫婦様向け

会員価格 629,000円
一般価格 780,000円

会員価格 295,000円
一般価格 350,000円

会員価格 149,000円
一般価格 180,000円

芝生の上に石碑を設置し、専用のお花
立てと香炉を装備しております。

芝生の下に設けた納骨室に2つのお骨壺が
納骨でき、ご生前の証として銘板もご用意。

おひとり様向け
芝生の下に個人別にお骨壺を収める「自然
に還る」ことにこだわって造られた区画。

きずな 永代樹木葬 なごみ 永代樹木葬 やすらぎ

※消費税課税対象外 ※「なごみ」「きずな」は銘板と標準彫刻が装備されています。 ※「なごみ」「きずな」はおひとり様の料金です。お2人目から人数分の永代供養料と納骨立会料が加算されます。 ※詳細はスタッフにお尋ねください。

受付時間／9：00～17：00
運営／ふくろうの杜　　管理／むら井総本店　　事業主体／光明院

ふくろうの杜　樹木葬

ひばり⑭



ひばり⑮

イベント予告イベント予告

　笹尾睦会は年3回の誕生会あり、参加者は90人前後です。
演目内容は、全国の民謡以外にハーモニカ演奏で童謡、唱歌
を参加者と唄ったりします。　
　ときには詩舞・歌謡舞踊も入れて、参加者に楽しんで頂こ
うと企画しています。

菊水流詩舞東員クラブ・民謡寿会

笹尾睦会

　敬老会に箏、尺八の演奏をして楽しんで頂く。
（皆様方のよくご存知の曲を演奏し、一緒に歌って
参加して頂く）

箏曲麗明社「廣翔会」

敬老会

　今回は、新型コロナウイルス感染拡大防止のために、多くの団体が計画したイベント
が中止や延期になっています。
　ミュージアム情報は、臨時休館等の不確定な部分が多いので、今回掲載を見合わせを
させていただきました。ご了解頂きますようにお願いします。 

お知らせ

7/19（日）　於　笹尾コミュニティセンター

9/20（日）　於　四日市市広永町公民館
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美
術
部
会

文芸
社会
部会

芸
能
部
会
Ⅰ

芸
能
部
会
Ⅱ

（2020年4月1日現在）

陶芸第一クラブ

ひばり窯陶友会

東員フォトクラブ

東員絵画クラブ

書道第一クラブ

東員書道クラブ

楽　絵　筆

岡田水彩画グループ

金雀枝短歌社

しゃくやく俳句会

箏曲麗明社「廣翔会」

東員町大正琴クラブ

箏曲・三絃グループ「箏奏」

笹尾民踊クラブ

笹尾吟詩会

員弁東部吟詩会

菊水流詩舞東員クラブ　

民謡寿会

飛龍東員太鼓

劇団　員　弁　川

Ｇｌｏｗ　Ｍｉｘ☆

ＹＹフラグループ

バトンメイツ　フェニックス

ＹＹウクレレグループ

石垣茶華道教室

柴山茶華道教室

茶道裏千家

ニットルームかわまつ

洋裁サークル・マミー

もめんの花

東員囲碁同好会

東員将棋愛好会

員弁百人一首の会

とういん屋演芸の会

気功クラブ

東員パソコンクラブ

芸
能
部
会
Ⅲ

茶
華
道
部
会

手芸
部会

音楽
部会

趣
味
部
会

2020年度　東員町文化協会加盟団体

2020年度
休会（ （

広 報 委 員

ひばり⑯

印刷：共栄堂印刷㈱

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
３
月
の
春
の
文
協
ま
つ

り
、
囲
碁
・
将
棋
大
会
の
中
止
。
４
月

に
な
っ
て
か
ら
全
都
道
府
県
が
緊
急
事

態
宣
言
の
対
象
区
域
と
な
り
、
５
月
の

通
常
総
会
も
書
面
議
決
、
７
月
の
と
う

い
ん
寄
席
の
中
止
、
加
盟
団
体
の
６
月

か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
や
延
期
な
ど

で
、
紙
面
の
編
集
や
「
ひ
ば
り
」
発
行

（
7
月
に
変
更
）
に
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。

　

広
告
担
当
の
大
井
さ
ん
が
、
大
変
な

状
況
の
な
か
、
企
業
や
法
人
に
依
頼
し

て
も
ら
い
、
広
告
賛
助
の
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
。
な
お
、
誌
面
の
広
告
の
営

業
時
間
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
「
桑
名
歴
史
案
内
人
」
で
も

あ
る
大
井
さ
ん
が
「
東
員
町
と
桑
名

市
の
関
係
」
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
平
成
２
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
ま
で
、
当
協
会
理
事
と
し
て
東
員

町
文
化
協
会
の
発
展
に
献
身
的
な
尽
力

を
さ
れ
た
前
常
務
理
事
の
野
呂
隆
さ
ん

の
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。　
　

（
平
野　

義
人
）


